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1. 所属構成員等
教 授 里見貴史, 松野智宣
准 教 授 宮坂孝弘
助 教 宮澤敦子, 米山勇哉
客 員 教 授 伊藤敦夫, 田畑泰彦, 近津大地, 武川寛樹, 森　良之, 吉岡　亨, 吉本世一
客員准教授 小川　隆
非常勤講師 秋山眞一, 浅野一成, 新井康仁, 井川淳一, 池田哲也, 井田順子, 伊藤　真, 稲葉
智弘, 岩田親子, 小俣和彦, 柿崎真一, 河津徳敏, 斉藤俊夫, 早乙女雅彦, 佐野次
夫, 谷内俊一, 玉澤　学 , 野村　篤, 長谷川　功, 林　健博、三須　徹、宮井崇
宏、安田卓史、山下憲昭、山内由隆、山田隆久、吉野浩和、頼近和繁
事 務 職 員 田島清惠
大 学 院 生 三木貴仁, 山口友輔, 稲田　諒, 小柳昌央, 宮坂彩子
2. 研究テーマ
1) 口腔癌における浸潤および転移に関する研究  Research of local invasion and
metastasis of oral squamous cell carcinoma.
2) 口腔癌における癌幹細胞と腫瘍関連マクロファージに関する研究  Research of
relationship between cancer stem cell and tumor associated macrophage of
oral squamous cell carcinoma.
3) 薬剤関連性顎骨壊死（MRONJ）治療のためのDDSを応用した新素材の開発研究
Research　and development of new materials that apply DDS for treatment of
MRONJ.
4) 成長因子およびバイオマテリアルを用いた組織再生プログラム  Tissue
regeneration program that uses growth factors and biomaterials.
5) インプラントの表面改質による生体活性への影響  Effects of improving implant
surfaces on bioactivity.
6) 幹細胞様口腔粘膜ケラチノサイトを応用した新規神経再生療法の試み  Trial for
treatment of nerve regeneration by applying epithelial Pop Up
Keratinocytes.
3. 今年度の研究上の特筆すべき事項
受賞
記載事項なし
特許
記載事項なし
その他
1) 里見貴史：日本口腔科学会,　日本口腔科学会認定 認定医・指導医取得（2019年6
月1日）
2) 松野智宣：日本口腔内科学会　専門医(2019年9月20日）
4. 学位取得者
1) 三木貴仁: チタンのバイオロジカルエイジングに対する電解還元イオン水S-100に
よるチタン表面改質のin vitroとin vivoにおける評価　In vitro and in vivo
evaluation of titanium surface modification for biological aging by
electrolytic reducing ionic water., 2020年2月26日, 日本歯科大学，博士（歯
学）.
5. 主催学会等
1) 2019年度日本歯科大学校友会ポストグラデュエート・コース　Bコース（口腔外
科・インプラント小手術のハンズオンコース～インプラント治療に応用できるテク
ニックの数々～）, 東京, 2019年9月14〜15日, 主催者：里見貴史（口腔外科学講
座）松野智宣（口腔外科学講座）柳井智恵（附属病院インプラント科）.
2) Modern IMplant Therapy-Japan 2nd Meeting, 東京, 2020年2月9日, .
6. 国際交流状況
1) 里見貴史は，英国Morriston病院顎顔面外科のAdrian Sugar先生と口腔外科手術に
おけるdigital technologyに関する共同研究を行っている．
7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2017
〜2019年度, 口腔がん微小環境内のがん幹細胞と腫瘍関連マクロファージの機能解
析と新たな治療戦略, 里見貴史(代表), 河野通秀,長谷川温,渡辺正人,古賀陽子,近
津大地,長尾俊孝(分担), 4,680,000円, 2019年度, 1,430,000円
2) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 若手（B), (新規), 2019～
2021, 幹細胞様口腔粘膜ケラチノサイトを応用した新規神経再生療法の試み, 宮澤
敦子(代表), 4,160,000円, 2019年度, 2,470,000円
3) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2020, 骨誘導能を有する二相性ハイブリッド骨補填材の開発, 松野智宣(代表),
橋本典也(分担), 4,290,000円, 2019年度, 1,430,000円
4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (新規), 2019
～2021, 口腔粘膜由来幹細胞様細胞ケラチノサイトを用いた新規口腔粘膜再生治
療, 宮坂孝弘(代表), 里見貴史,松野智宣,八重垣健,宮澤敦子,近津大地,古賀陽子
(分担), 4,420,000円, 2019年度, 1,900,000円
5) 平成31年度生命歯学部公募研究費, (新規), 2019年度, 研究機器購入（デジタル
PCR、サーマルサイクラー）, 那須優則(代表), 里見貴史(分担), 12,000,000円,
2019年度, 12,000,000円
8. 研究業績
A. 著書
1. 1) 宮坂孝弘，里見貴史 (分担執筆) : 付章Ⅲ　手術各論　3.歯槽堤の手術　1.歯
槽骨整形術　2.歯槽堤形成術, 422-426, 編集主幹：栗田賢一，覚道健治　編集委
員：柴田考典，里見貴史，池邉哲郎, SIMPLE TEXT 口腔外科の疾患と治療, 5版,
永末書店, 京都, 2019, ISBN 978-4-8160-1361-4.
2) 里見貴史 (分担執筆) : 付章Ⅲ　手術各論　13.顎骨骨折の手術　5.上顎骨骨折
の観血的整復固定術　6.頰骨および頰骨弓骨折の観血的整復固定術, 509-511, 編
集主幹：栗田賢一，覚道健治　編集委員：柴田考典，里見貴史，池邉哲郎, SIMPLE
TEXT　口腔外科の疾患と治療, 5版, 永末書店, 京都, 2019, ISBN 978-4-8160-
1361-4.
2. 里見貴史 (分担執筆) : 2章押さえておきたい外科的歯内療法　02減圧療法, 66-
69, 編著者：北村和夫, Must of Endodontic surgery, 1版, デンタルダイヤモン
ド社, 東京, 2019, ISBN 978-4-88510-440-4.
3. 1) 河合泰輔，里見貴史 (分担執筆) : Chapter8歯や顎骨に異常を呈する全身疾患
および隣接領域に現れる疾患　2.骨系統疾患1.鎖骨頭蓋異骨症, 250-251, 編者：
特定非営利活動法人日本歯科放射線学会, 歯科臨床における画像診断アトラス, 2
版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2020, ISBN 978-4-263-45847-1.
2) 河合泰輔，里見貴史 (分担執筆) : Chapter8歯や顎骨に異常を呈する全身疾患
および隣接領域に現れる疾患　3.その他の全身疾患6.Down症候群, 265-266, 編
者：特定非営利活動法人日本歯科放射線学会, 歯科臨床における画像診断アトラ
ス, 2版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2020, ISBN 978-4-263-45847-1.
4. 里見貴史 (分担執筆) : 舌がん, 編集：永井良三 他，監修：金子周一, 今日の臨
床サポート（改訂第4版）, エルゼビアジャパン（ウェブサイト）, 東京, , ISBN
http://clinicalsup.jp/.
5. 松野智宣，北原和樹 (分担執筆) : Ⅱ損傷, 42-61, 編集主幹：栗田賢一，覚道健
治　編集委員：柴田考典，里見貴史，池邉哲郎, SIMPLE TEXT　口腔外科の疾患と
治療, 5版, 永末書店, 京都, 2019, ISBN 978-4-8160-1361-4.
6. 松野智宣 (分担執筆) : 付章Ⅲ　手術各論　2.歯の移植および再植術、インプラン
ト埋入術、骨造成, 414-420, 編集主幹：栗田賢一，覚道健治　編集委員：柴田考
典，里見貴史，池邉哲郎, SIMPLE TEXT　口腔外科の疾患と治療, 5版, 永末書店,
京都, 2019, ISBN 978-4-8160-1361-4.
7. 松野智宣 (分担執筆) : 3章歯科診療に関連する全身的疾患　2.脳血管障害(脳卒中
後遺症)患者の歯科診療, 91-96, 編著：山根源之，酒巻裕之，里村一人，野村武
史, 歯科衛生士のための口腔内科　全身と口腔をつなぐオーラルメディシン, 1版,
医歯薬出版株式会社, 東京, 2019, ISBN 978-4-263-42262-5C3047.
8. 松野智宣 (分担執筆) : 3章Part 2 口腔粘膜疾患診断力テスト6　「口蓋にできた
ほくろのようなものが気になります」, 47-50, 岩渕博史, 臨床で遭遇する口腔粘
膜疾患に強くなる本, 1版, クインテッセンス出版, 東京, 2019, ISBN 978-4-
7812-0723-0 C3047.
9. 松野智宣 (分担執筆) : 3章Part 2 口腔粘膜疾患診断力　テスト15「舌の様子が変
わるので気になります」, 83-86, 岩渕博史, 臨床で遭遇する口腔粘膜疾患に強く
なる本, 1版, クインテッセンス出版, 東京, 2019, ISBN 978-4-7812-0723-0
C3047.
10. 松野智宣 (分担執筆) : 1．歯科と関連する全身的疾患8-2 脳梗塞, 269-274, 編集
主幹：山根源之，草間幹夫，久保田英朗，中村誠司　編集委員：片倉　朗，北川喜
政，里村一人, 口腔内科学, 2版, 永末書店, 京都, 2020, ISBN 978-4-8160-1372-
0.
11. 宮坂孝弘 (分担執筆) : 付１　臨床検査値データシート, 307-315, 松井恭平，合
場千佳子，高阪利美, 最新歯科衛生士教本「歯科診療補助論」, 2版, 医歯薬出版,
東京, 2020, ISBN 978-4-263-42840-5.
B. 原著
1) Hasegawa O, Satomi T, Kono M, Watanabe M, Ikehata N, Chikazu D:
Correlation between the malignancy and prognosis of oral squamous cell
carcinoma in the maximum standardized uptake value, ☆◎Odontology, 2019;
107(2): 237-243, doi: 10.1007/s10266-018-0379-9. (学位論文)
2) Watanabe M, Enomoto A, Yoneyama Y, Kohno M, Hasegawa O, Kawase-Koga Y,
Satomi T(7th) (8 authors): Follicular lymphoid hyperplasia of the
posterior maxillary site presenting as uncommon entity: a case report and
review of the literature, ☆◎◇BMC Oral Health, 2019; 19(1): 243, doi:
10.1186/s12903-019-0936-9.
3) Watanabe M, Yoneyama Y, Hamada H, Kohno M, Hasegawa O, Takahashi H: The
Usefulness of Saturated Salt Solution Embalming Method for Oral Surgical
Skills Training: A New Cadaveric Training Model for Bone Harvesting
, ☆◎◇Anatomical Sciences Education, 2019; , doi: 10.1002/ase.1925.
Online ahead of print.
4) 井染　洋, 松野智宣, 松本鉄矢, 今井須美子, 岩重洋介: マクロライド系抗菌薬少
量長期投与が奏効した白色海綿状母斑の1例とその家族例, ◯日口外誌, 2019; 65:
786-791.
C. 総説・解説
1) 松野智宣: チタンインプラントの表面処理法と生体反応, ○日歯先技研会誌,
2019; 25: 169-174.
2) 松野智宣: インプラント治療における抗菌薬の適正使用を考える.Quintessence
DENTAL Implantology, 2020; 27: 65-75.
D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要
1) 里見貴史: Dd診断力テスト：　下顎の疼痛.DENTAL DIAMOND, 2019; 12: 17-18.
2) 松野智宣, 井川淳一, 高橋雄三, 堀内克啓: 高度に吸収した下顎臼歯部へのGBR後
にデジタルソリューションを活用したインプラント治療.インプラントYEARBOOK
2019, 2019; 357-364.
3) 松野智宣: BOOKS　歯科のための内科学.日歯医師会誌, 2019; 72（3）: 247-247.
4) 松野智宣: あとがき.日歯医師会誌, 2019; 72（11）: 698-698.
5) 天野敦雄, 藤井一維, 唐澤　剛, 谷下一夫, 住友雅人, 松野智宣: 座談会　2040年
への歯科イノベーションロードマップ Part. 1.
E. 翻訳
特記事項なし
F. 学術大会発表
1) 篠原健一郎，砂田勝久，三橋扶佐子，里見貴史，山口友輔，稲田　諒. 静脈内鎮静
管理後の覚醒状態判定へのモニター　一体型視線計測装置の活用. 第73回日本口腔
科学会学術集会プログラム・抄録集, 2019; 68(2): 138.
2) 山口友輔，松野智宣，稲田　諒，里見貴史. pHの異なる疑似体液浸漬による骨補填
材のカルシウム溶出と低結晶アパタイト析出の評価. 第73回日本口腔科学会学術集
会プログラム・抄録集, 2019; 68(2): 250.
3) 米山勇哉，池田哲也，齋藤康一郎，北原和樹，宮坂孝弘，松野智宣，里見貴史. 術
前口腔評価により脳膿瘍の要因が歯性上顎洞炎であったことが示唆された1例. 第
207回（公社）日本口腔外科学会関東支部学術集会, 2019; 13.
4) 池田哲也，里見貴史， 大久保正彦，湯本愛実，佐藤　毅，齋藤康一郎. ビスフォ
スフォネート関連顎骨壊死とデノスマブ関連顎骨壊死では初期臨床所見が異なる.
日口外誌（Suppl), 2019; 65: 271.
5) 湯本愛実，池田哲也，大久保正彦，里見貴史， 佐藤　毅，齋藤康一郎. 周術期管
理センターにおいて全ての全身麻酔症例の口腔評価を行うことで得られた事象. 日
口外誌（Suppl), 2019; 65: 282.
6) 稲田　諒，ヤギメンドサヒロミ，富永徳子，中原　貴，里見貴史，八重垣　健. ヒ
ト歯髄幹細胞由来「再生膵島様組織」の移植：糖尿病治療の前臨床研究. 日口外誌
（Suppl), 2019; 65: 292.
7) 松野智宣，山口友輔，稲田　諒，宮澤敦子，米山勇哉，里見貴史. 医療用輸液の混
合により析出する低結晶HAを用いたハイブリッド骨補填材の開発. 顎顔面インプラ
ント誌, 2019; 18(3): 175.
8) 長谷川　温，渡辺正人，河野通秀，菅野勇樹，池畑直樹，羽鳥綾乃，里見貴史，近
津大地. 当科における再発・転移口腔がんに対するニボルマブ投与症例の臨床的検
討. 第43回日本頭頸部癌学会・抄録集, 2019; 45(2): 245.
9) 里見貴史. 顎骨壊死それとも骨髄炎?　知っておくべき薬・予防・対策. 日本歯科
大学校友会・歯学会会報, 2019; 44(4): 40.
10) 小松紀子，里見貴史，福田仁一，星　和人，喜久田利弘. 高齢者の口腔癌に対する
サイバーナイフ治療の4例. 歯薬療法, 2019; 38(2): 94.
11) 滑川初枝，田谷雄二，中西生美，横澤　茂，青木春美，田中とも子，沼部幸博，松
野智宣，千葉忠成，石黒一美，大津光寛，仲谷　寛，石田鉄光，石垣佳希，堀江哲
朗. 第1年生PBLテュートリアル教育における学生のシナリオ評価―平成29年度およ
び平成30年度―. 第38回日本歯科医学教育学会総会・学術大会プログラム・抄録
集, 2019; 111.
12) 赤間亮一，安藤文人，北原和樹，石黒一美，松野智宣，五十嵐　勝. 学内無線LAN
とモバイル端末を利用した安否確認手段の検討. 第38回日本歯科医学教育学会総
会・学術大会プログラム・抄録集, 2019; 151.
13) 安藤文人，赤間亮一，高橋幸裕，土持　宇，塩谷伊毅，宮坂　平，田代有美子，北
原和樹，石黒一美，松野智宣，五十嵐　勝，沼部幸博. 歯科大学における情報系FD
研修の教育工学的分析と改善案～集合型からブレンデッドがたへの転換に向けて
～. 第38回日本歯科医学教育学会総会・学術大会プログラム・抄録集2019 151,
2019; 155.
14) 戸木田怜子，萩尾桃子，岡部直未，吉田和子，松野智宣，古賀祥嗣，加藤正二郎.
歯科を併設しない病院と近接歯科医院の周術期口腔機能管理の取り組みおよび臨床
的検討. 日口外誌（Suppl), 2019; 65: 281.
15) 松野智宣，山口友輔，宮澤敦子，米山勇哉，橋本典也，里見貴史. 過飽和リン酸カ
ルシウム溶液浸漬により作製したハイブリッド骨補填材の評価. 再生歯誌, 2019;
17（1）: 12.
G. 講演
1) 特別講演・シンポジウム等での講演
記載事項なし
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 里見貴史: 口腔がん　〜口腔がん検診と最新の口腔がん治療〜, 群馬県日本歯科大
学校友会 特別講演会, 高崎市 (2019年4月21日)．
2) 里見貴史: 私の卒後研修　〜口腔外科30年の歩み〜, 校友会特別講義, 東京 (2019
年5月9日)．
3) 里見貴史: 口腔がん　〜口腔がん検診と最新の口腔がん治療〜, 東京都日本歯科大
学校友会神田支部 学術講演会, 東京 (2019年5月14日)．
4) 里見貴史: 日常臨床における「口腔がん」の見分け方　〜診断と最新の治療〜, 港
区芝歯科医師会・港区麻布赤坂歯科医師会合同第１回 口腔がん検診研修会  , 東
京 (2019年6月11日)．
5) 里見貴史: それは「口腔がん」かも？セルフチェックと検診で早期発見！口腔がん
の治療はどうなっているの？最新の薬物療法は？, 東京都歯科医師会 口腔がん
フォーラム, 東京 (2019年7月2日)．
6) 里見貴史: 薬剤性顎骨壊死 ～知っておくべき薬・予防・対策～, 東京都日本歯科
大学校友会学術講演会, 東京 (2019年7月18日)．
7) 里見貴史: 知っていますか？口の中のがんのこと〜セルフチェックと検診で早期発
見〜, 千代田区 区民公開講座, 東京 (2019年10月19日)．
8) 里見貴史: 口腔外科処置後の顎顔面補綴 薬剤性顎骨壊死の予防と対策, 入間群市
日本歯科大学校友会 学術講演会, 川越市 (2019年11月9日)．
9) 里見貴史: 医科・歯科・薬剤が関わる「薬剤性顎骨壊死」の現状と課題について,
東京都三師会 合同講演会, 東京 (2019年11月27日)．
10) 里見貴史: 口腔がんの見分け方と最新治療法, 東京都日本歯科大学校友会町田支部
学術講演会 , 東京 (2019年11月30日)．
11) 里見貴史: 地域の口腔がんの実態, 地域の口腔がんを考えるシンポジウム 東京都
版, 東京 (2020年1月19日)．
12) 里見貴史: インプラントで役立つ 口腔外科の基礎知識と基本手技, 総合インプラ
ント研究センター（GIRC）学術講演会, 東京 (2020年1月26日)．
13) 松野智宣: 歯科に必要な医科のこと, 第3回エキスパートDHセミナー, 東京 (2019
年 4月30日)．
14) 松野智宣: 今、抗菌薬は何を使うか？どう使うか？, 日本先進インプラント医療学
会福島支部学術大会, 郡山市 (2019年5月19日)．
15) 松野智宣: 安心・安全な歯科治療を行うために　抗菌薬の新しい使い方, 沖縄県日
本歯科大学校友会学術講演会, 那覇市 (2019年6月16日)．
16) 松野智宣: AMRから抗菌薬の使い方を再考する, 京都大学ウイルス・再生医科学研
究所臓器再建応用分野セミナー, 京都 (2019年7月4日)．
17) 松野智宣: インプラント治療における抗菌薬の使い方, Advanced Implant
Institute 6日間コース, 東京 (2019年7月13日)．
18) 松野智宣: 炎症／消炎外科基本手技と抗菌薬療法の現状, インプラント再建歯学研
究会, 東京 (2019年10月14日)．
19) 松野智宣: 先生、その抗菌薬の処方間違っていますよ！, 日本歯科大学校友会神田
支部学術講演会, 東京 (2019年10月15日)．
20) 松野智宣: これからは抗菌薬を正しく処方しましょう～まだ、抜歯後に第三世代の
セフェムを処方していませんか～, 国際口腔医療ネットワーク第91回例会, 東京
(2019年11月9日)．
21) 松野智宣: 舌痛症、いわゆるBurning Mouth Syndromeの原因と対応, 大宮歯科医師
会学術講演会, 大宮市 (2020年1月30日)．
22) 松野智宣: 先生、その抗菌薬の処方間違っていますよ！～知ろう・守ろう抗菌薬の
正しい使い方, 武蔵野市歯科医師会／日本歯科大学校友会武蔵野支部学術講演会,
東京 (2020年2月7日)．
23) 松野智宣: インプラント治療における正しい抗菌薬の使い方, 第2回Modern
Implant Therapy-Japan, 東京 (2020年2月9日)．
24) 宮坂孝弘: 埋伏歯抜去のコツ, 日本歯科大学校友会ポストグラデュエート, 東京
(2019年９月14日)．
25) 宮坂孝弘: 「口の中にも、『がん』ができるの？」～口腔がん検診について～, 日
本歯科大学　高萩市口腔の健康に関する連携協定, 高萩市 (2020年2月9日)．
H. その他の出版物
記載事項なし
